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 安倍首相のめざす教育の目的は？  
安倍首相の所信表明を読みました。安倍首相のキャッチフレーズ「美しい国、日本」実現のため

に不可欠の最優先課題が教育再生。そのための教育基本法「改正」というのです。安倍首相のいう

教育の目的とは「志ある国民を育て、品格ある国家、社会を作ること」だそうです。 

「家族、地域、国そして命を大切にする人間の育成」― 志ある国民というのはやはり自民党改

正案の最重点課題「愛国心」のことですね。 

「学力向上のために必要な授業時間の確保」― ゆとりから詰め込みへですかね。 

「学校同士が切磋琢磨して質の高い教育を提供できるよう外部評価を導入する」― 学校間競争、

学校格差の助長になるのですかね。 

 現行の教育基本法の教育の目的「人格の完成をめざす」ということとはかなり違う発想です。 

戦前のように「国家のための教育」に変えていくもくろみは、「新しい時代にふさわしい憲法のあ

りかたの議論を深め、憲法改正手続き法案の早期成立を期待する」というむすびに直結しているも

のでしょう。                             文責 井上 

 

 “米軍機くるな“１０．２１県民集会に向けて 
 “百里基地に米軍機くるな“の運動は、２月２５日の小川町文化センターでの県民集会の成功に

よって地元の反対運動を激励しましたが、その後小休止の状態になっています。この間地元小美玉

市議会は全会一致で「反対決議」をおこない、小美玉市長は「市民の意向を尊重する」という態度

を表明していましたが、「条件つき容認」の態度に変わったと報道されました。 

 “米軍機くるな”実行委員会では ① 常磐線沿線の３０駅での駅頭宣伝行動 ② ５万人署名

行動 ③ １０月２１日県民集会（玉里総合文化センター）を計画しています。 

 土浦では神立駅チラシ配り（９月２５日早朝実施）、土浦駅宣伝とチラシ配り（１０月１日午後

ペデストリアンデッキ）を行ないました。 
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１０・２１県民集会 

日時 １０月２１日（土）午後１：３０開会 

ところ 小美玉市玉里総合文化センター 

講演 講師 内藤 功（弁護士） 

連帯あいさつ 横須賀連絡会事務局長 他 土浦駅宣伝とチラシ配り 
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磯さんが語る 戦争体験 
銃殺されるも奇跡的に蘇生し唯一人生還する・その2・ 

茨城県土浦市磯清十郎(八十二歳) 

自動小銃の弾を腰に数発受けて歩行できず、馬の背にくくりっけられて南下してきた児島少尉と

出会った。我々は少尉を馬からおろし、馬を食ってしまった。それがどんな結果になるか分かって

いるのにだ。山中に置き去りにされた少尉は餓死したであろう。 

開拓団の人であろう子連れの婦人と合流した。「子供を泣かすな」と言ってもひもじさから泣く。

「泣く奴は殺せ!」と誰かが叫ぶ。「殺さないで!」と手を合わせる母の目の前で銃剣が光った。五

歳の子供だった。母親は気が狂ってしまった。公安嶺の山中は地獄だった。その後、老夫婦を殺し

た兵、子供を殺した兵は二人とも銃弾に倒れた。誰も手を貸すものはいなかった。 

やっとの思いで山を出た時、土地の警察から敗戦を知らされ武装解除を受けた。降伏を拒否した

のは南下組の我々四名であった。ふらふらになって北安の東の丘の上を通過しようとした時、中国

人自警団に私と北村一等兵は捕らえられてしまった。待ち伏せされ、二人は先頭にいたから逃げる

間がなかった。後の二人は逃げたが射殺された。部落の外に連れ出され、刑場に立たされた。小雨

の降る夕方であった。 

首筋を槍で刺された時はまだ意識があり、首がねじれたのを覚えている。後ろを見ると銃を構え

ていながらなかなか撃たないので「早く撃て!」と二度ほど叫び、その後、銃声がして気を失って

しまった。夜半気がついた時は雨が止み、月が出ていた。何時間ぐらい意識不明になっていたもの

か。北村は背に血が噴き出し固まっている。心臓をぶち抜かれての即死だった。私は頭のてっぺん

を銃弾でぱっくりやられ全身血だらけだったが、幸い血は止まっていた。背中から腰、腹、尻など

を刺されている。だがとどめは刺されていなかった。心臓に一発撃ち込まれていたら即死だった。 

開拓団で一年、炭鉱に送られ七年。（昭和）二十八年五月やっと日本の土を踏んだ。舞鶴に復員

の時、「お前はどこで逃亡したのか」が出迎えの言葉だった。我が部隊で生還したのは私だけだと

知らされた。 

幾多の人命と引き換えに得た平和である。戦争を断じて許してはならない。 

  おわり 
 
 
 
 

活動ごよみ 

 ９・２５ 「米軍機くるな」神立駅宣伝行動 
１０・ １ 「米軍機くるな」土浦駅宣伝行動 

１０・ ７ 県平常任理事会（県立青少年会館）

１０・１２ 平和の会理事会（神立コミセン） 

１０・１４ 教育基本法首都圏大集会 
１０．１５～１６ ‘０６平和の旅（千葉県館山）

１０・２１ 「米軍機くるな」県民集会 
（小美玉市玉里文化センター） 

 

 


